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＜病棟連絡事項＞
	

	


・特記事項無し。


＜患者様連絡事項＞
・北向　政美様～臨時薬同内容で7日分処方。また、便秘時IFオーダー指示とピコスルファートNa1本処方。

・中里　トコ様～不穏時リスパダール5回分処方。

・渡邉　晃一様～臨時薬同内容で4日分処方。

・若沢　理子様～便秘時ピコスルファートNa1本処方。

・渡邉　晃一様～小栁Dr診察し終日隔離解除となる。

[bookmark: _GoBack]・澤口　利香様～疼痛時ロキソプロフェン30回分処方。


＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前・午後1時間ずつ開放観察実施。開放観察中他室侵入、私物弄り等の迷惑行為頻回、スタッフ介入するも自制出来ない為早めに開放観察終了している。引き続き精神症状や身体症状の変化に注意して観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

・袴田　将志様～終日隔離中。午前中は開放観察実施、午後はスタッフが十分な見守りを行える状態に無かったため開放観察を見送っている。スタッフ対面時妄想発言あるが不穏・興奮、他者への攻撃性は無い。引き続き精神症状や身体症状の変化に注意して観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

・安達　貴浩様～終日隔離中。10:00～16:00開放観察実施。開放観察中はホールにて他患者様と交流し過ごされている。被害的な発言や他者トラブルは無い。引き続き精神症状や身体症状の変化に注意して観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

・鈴木　知子様～終日隔離中。スタッフ対面時自発的な発語は無い。希死念慮や幻聴は持続しているとの事だが行動化は無くマットレスに臥床し過ごされている。引き続き精神症状や身体症状の変化に注意して観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

・青木　昭弘様～身体拘束中。身体拘束すり抜けている様子あり介入、拒否無く再拘束に応じられている。拘束部位の循環障害・皮膚障害は無い。　引き続き精神症状や身体症状の変化に注意して観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

＜要注目患者様＞
・工藤　敬子様～体温37.0～36.5℃で経過。他バイタルサイン異常無し。点滴1本トラブル無く施行。排尿少なく濃縮。疎通は良好。


＜金Dr.診察情報＞
・東野　愛様～臨時薬同内容で7日分処方となる。本人様希望でハップスター1袋処方。
